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取りまとめ機関：国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

 

4月までの日本海におけるスルメイカの調査結果と漁況 

 

 

【本報告書の概要】 
(1)2024年4月に実施したスルメイカ漁期前分布調査では、スルメイカの分布密度を示すCPUE（いか釣り機1台1時

間あたりの漁獲尾数）の平均値は0.05尾で、前年（0.63尾）および過去5年（2019年～2023年）平均（2.28尾）

を下回った。 

(2)2023年10月～11月に実施したスルメイカ稚仔調査では、幼生の平均採集尾数は0.07尾で2022年並みであり、過

去5年（2018年～2022年）平均（0.29尾）を下回った。 

(3)2024年1月～3月の小型いか釣り漁業等によるスルメイカ（生鮮）の漁獲量は、日本海沿岸域全体で、前年およ

び過去5年（2019年～2023年）平均を下回った。 

 

 

  







 

3 日本海沿岸域におけるスルメイカ漁況の経過 

日本海では、1月～3月上旬は前年の冬（主に1月～3月）に生まれたスルメイカ（冬季発生系群）が漁獲される。

3月中旬～4月は前年の春～夏に生まれたスルメイカ、5月以降は前年の秋（10月～12月）に生まれたスルメイカ

（秋季発生系群）が漁獲の中心となり、時期により漁獲対象となる系群が異なる。 

前年の漁期前半（2023年5月～7月）では、小型いか釣り漁業を主体とした生鮮スルメイカの漁獲量は日本海沿

岸全域で過去5年（2018年～2022年）平均の20％と下回った（図5、6）。海域別に見ても、道北・道央、道南・津

軽がそれぞれ過去5年（2018年～2022年）平均の4％と28％、本州北部日本海と西部日本海は過去5年平均の17％と

36％と、全ての海域で過去5年平均を大きく下回る水準となった。漁期後半（8月～12月）は、道北・道央、道南・

津軽および本州北部日本海がそれぞれ過去5年（2018年～2022年）平均の10％、21％および49％と下回った一方

で、西部日本海では、過去5年平均の196％と大きく上回った。 

2024年1月～3月の漁獲量は日本海沿岸全域で、前年の52％、過去5年（2019年～2023年）平均の40％と下回った。

海域別に見ると、本州北部日本海は前年の81％、過去5年（2019年～2023年）平均の52％となり、前年並みで過去

5年平均を下回った。また、西部日本海では1月～3月は前年および過去5年（2019年～2023年）平均の10％と、前

年および過去5年平均を大きく下回った。 





 

参考情報 2024 年度第 1回日本海海況予報 

2024年度第1回日本海海況予報＊3)では、4月中旬～6月の対馬暖流域の表面水温および50m深水温はともに平年値

（日本海海況予報における平年値は1986年～2015年の平均値）よりも「やや高め」と予測された。 

*3) https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/press/pr2024/files/20240405_jpnsea-1st.pdf 
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